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対象年度： 2024年
試験時間： 100分
問題数： 4問
配点： 80点
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 1　　問

座標平面上で，放物線C : y = ax2+bx+cが 2点P (cos θ, sin θ)，Q(− cos θ, sin θ)

を通り，点 Pと点 Qのそれぞれにおいて円 x2 + y2 = 1 と共通の接線を持っている。
ただし，0◦ < θ < 90◦とする。

(1) a，b，cを s = sin θを用いて表せ。

(2) 放物線C と x軸で囲まれた図形の面積Aを sを用いて表せ。

(3) A ≧
√
3を示せ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 2　　問

以下の問いに答えよ。必要ならば，0.3 < log10 2 < 0.31であることを用いてよい。

(1) 5n > 1019となる最小の自然数 nを求めよ。

(2) 5m + 4m > 1019となる最小の自然数mを求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 3　　問

座標平面上に 2点 O(0, 0)，A(0, 1)をとる。x軸上の 2点 P (p, 0)，Q(q, 0)が，
次の条件 (i)，(ii)をともに満たすとする。

(i) 0 < p < 1かつ p < q

(ii) 線分APの中点をMとするとき，∠OAP = ∠PMQ

(1) qを pを用いて表せ。

(2) q = 1
3
となる pの値を求めよ。

(3) △OAPの面積を S，△PMQの面積を T とする。S > T となる pの範囲を求
めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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第　　 4　　問

nを 5以上の奇数とする。平面上の点 Oを中心とする円をとり，それに内接する正
n角形を考える。n個の頂点から異なる 4点を同時に選ぶ。ただし，どの 4点も等確率
で選ばれるものとする。選んだ 4点を頂点とする四角形が Oを内部に含む確率 pn を
求めよ。
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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計　算　用　紙
（切り離さないで用いよ。）
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